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(趣旨〉

《統一論題》

グローバル時代における広報人材育成のための

組織コミュニケーション

一次世代広報は経営のハブ役に-

近年は国際的な合併・提携のニュースが相次ぎ、経済拡大するアジア諸国を消費

拠点、とした販売戦略と現地生産の確保を考慮しなければならない時代となっていま

す。第一期の欧米への進出に注力した時代、 第二期のアジア圏へ低コスト生産の拠

点を求めた時代と比べると、グループ。経営・企業ブランド・財務の透明化など、企業

経営の根幹といえる企業広報の要素がかつてないほど重要になってきており、企業

戦略全体にかかわるリーダーシップρと全社的な透明性が求められています。こうした

新しいグローバル時代の中で、社内外への情報発信やステークホルダーとの情報共

有を行うために、リーダーとしての CCO(ChiefCommunication Officer=広報担

当役員)の育成と、全社員が広報マインドを持つ組織づくり、品、うトッフ。ダウンとボ、ト

ムアップρを同時に実現する組織はどうあるべきか、次世代に向けた組織コミュニケー

ションのあり方を考えます。

大会実行委員長 駒橋恵子
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日本広報学会第四回研究発表大会予稿集

《統一論題》

グローバル時代における広報人材育成のための組織コミュニケーション

一 次世代広報は経営のハブ役に -

【大会プログラム】 (数字は「予稿集」ページ数;敬称略)

【第1国 10唐6日(主L会壇ょ同志主士九学新Fキャン径ス強裏(他地)曾J2償

10:00"""'"受付開始(尋真館 2階)

女 10:30 開会

女 10:30-10:40 開会挨拶:上野征洋(日本広報学会会長代行)

大 10:40-11:10 日本広報学会賞発表・表彰式:演田逸郎(日本広報学会理事長)

大 11:10-12:10 特別講演: 一一一一一一--------…一一一一一一一一一一一一一一一 1 

『アメリカはなぜ、ノ〈トンを落としたのか?! 

コミュニケーションによる組織づくり - ~

朝原宣治(北京五輪・銅メダリスト)

大 12:10-13:10 昼食

"* 13:10-14:55 企業事例講演:一一一一一一一一一一一一一一---------一一一一----------一一 5 

挨拶 : 小早川 護(事業構想大学院大学教授・北海道大学名誉教授)

1) 三好通生(日産自動車岡企画人事部部長)

2) 大島幸男(ローム附顧問)

3) 松枝健夫(パナソニック附秘書グノレーフ。関西財界担当参事)

4) 村本忠秀(附NTTアド西日本営業本部第一営業部担当部長)

5) 渡辺照三(附デサントマーケティング部部長)

大 14:55-15:00 休憩

女 15:00-17:30 統一論題に基づいたパネル・デ、イスカッション 一一一一 19 

0パネリスト: 佐桑徹((ー財)経済広報センター圏内広報部長)

雨宮和弘(IABC日本代表)

菅原正博(宝塚大学講師・元専門職大学院デザイン経営研究科長)

井上邦夫(東洋大学教授)

*企業事例講演者も参加

0 ファシリテーター:小早川 護(事業構想大学院大学教授・北海道大学名誉教授)
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懇親会場へ移動(約 20分)

女懇親会 :時間 18:00'""'19:30

:会場京都平安ホテノレ(烏丸今出川下る西側)

【第2日】 10月7日(日)会場:同志社大学新町キャンパスf尋真(じるJしん)館J2階

9:30'"'"受付開始(尋真館 2階)

女 10:00-10:50 特別講演.-------一一一一一一一一一-----------・---一一一-------------胴ー 33 

『中世神社の広報~茨城県桜)11 市鴨大明神'""'~

新木直人(賀茂御祖神社(下鴨神社)宮司)

育 11:00'""'11:50 震災プロジェクト中間報告: 一一一一一一一一一一一一一- 37 

「東日本大震災における企業のクライシス対応」主査:駒橋恵子

「東日本大震災からの地域振興に向けた行政広報、地域広報の多面的評価J

主査:{可井孝仁

大 11:50-12:40 昼食

女 統一論題発表 :12:40'""'15:40【第一会場】 (*発表 20分+質疑 10分)

1. I本社広報部と各事業拠点との組織コミュニケーション戦略のあり方j

市川 貢(京都産業大学)・菅原正博(宝塚大学) ---------一一一 43

2. i広報専門職のキャリア形成一採用時点に関する定性的実態調査一」

伊吹勇亮(京都産業大学) 一一一一一一一一----------------- 47 

3. i被災地域における戦略的協働のためのコミュニケーション・モデル試案J

清水正道(淑徳大学)一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 51 

4. iファシリテータとしての広報人材の役割ースポーツの価値を事例に-J

有吉忠一(同志社大学大学院)・横山勝彦(同志社大学) 一一一 55 

5. i大学・中小企業での広報専門人材交流」分科会

座長:石橋陽

報告者:市川 順一、野崎哲平、石橋陽、大島 一豊 一一一一 59

女 自由論題発表:震災関連・PR論 12:40""'15:40【第二会場]

(*発表 20分+質疑 問 分)

1. i情報弱者に対する企業のパブリック・リレーションズについての一考察

一情報アクセス権と情報発信権を守るための情報保障の必要性 j 

北舘 一弥(東京福祉大学大学院) 一一一一---------一一一一- 69 

2. I東日本大震災支援活動における NPOの広報活動

一共感者・支援者の拡大を可能にした5つのコミュニケーション要因とは-J

井出留美(セカンドハーベスト・ジャパン) 一一一一一一一一一一 73 
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3. I東日本大震災後の日本企業における情報発信と

ニュースリリースの役割変化に関する考察」

須田 比奈子(北海道大学大学院)・宮部潤一郎(北海道大学)

79 

4. Iコミュニティ放送局に関する研究 -2012年アンケート調査を中心に一」

富田晋司(静岡ワークライフ研究所(静岡県労働者福祉基金協会)) …- 83 

5. I批判的PR論の系譜に関する一考察」

和田 仁(東京国際大学) 一一一一一一一一一一一一…ー 87 

6. Iパブリック・リレーションズ、再考のための試論

ーハーパーマス等の公共哲学の議論を参考に-J

棲井光行(附ビジネス・デザイン・アソシェイツ) 一一一一一一 93 

大自由論題発表:自治体・地域広報他 12: 40........15: 40 【第三会場】

<*発表20分+質疑 10分)

1. I自治体広報紙の長期保存と長期利用j

本田正美(東京大学大学院) 一一一一一一一一一一一一一- 99 

2. I地域社会における“広義の CC"の新展開ーシヒ。ツク・プライド、の共創へ向けて-J

田柳 恵美子(公立はこだて未来大学) 一一一一一一一 104 

3. I新しい局面を迎えた地方公営企業の会計情報開示j

永江総宜(淑徳大学)一一一一一一一一一一一一一一一一一一 109 

4. I自治体広報における Facebook効果の考察

一武雄市事例の社会関係資本分析一」

野口将輝(北海道大学大学院)・伊藤直哉(北海道大学)一一 113 

5. I行政広報の多面的評価の可能性J

河井孝仁(東海大学) 一一一一一一一一一一一一一一一一一 118 

6. I観光振興と地域活'性化のための戦略広報的アプローチ試論

観光をテーマにしたプランデ、イング戦略とマーケティング戦略の新しい視点一」

川部重臣(地域活性化プランナー) 一一一一一一一一一- 121 

女 自由論題発表:スポーツ広報他 12:40........15:40【第四会場】

<*発表 20分+質疑 10分)

1. I女子大学におけるスポーツ広報の現状と課題についてJ

内田和寿(同志社大学大学院)・横山 勝彦(同志社大学) 一- 129 

2. I日本バレーボーノレ協会の広報の在り方

ーメディアとスポーツ競技団体の望ましい関係構築のために一」

鳥羽 賢二(同志社大学大学院)・横山 勝彦(同志社大学) ---- 133 

v1 



3. rソーシヤル・キャヒ。タル醸成手段としてのスポーツ

一総合型地域スポーツクラブと CSR施設を事例に一」

中嶋大輔(同志社大学大学院)・横山勝彦(同志社大学)・

伊吹勇亮(京都産業大学) 一一一一一一一-138 

4. r期待概念を利用した社内コミュニケーションについて」

筒木幸枝(側モニターユ) 一一一一一---------一一---------- 142 

5. r伝統工芸の海外市場で、のレピュテーション構築J

藤尾美佐(東洋大学)-------------一一一一一一一一 146 

6. rニュース流通における広報機能J 川北員紀子(中部大学) 一一一 149

育研究会・研究部会報告 :12:40'""'-'15:40【第五会場】 <*報告10分+質疑 5分)

1. rレピュテーション研究部会J報告 石川慶子((朝シン) 一一一一一一- 155 

2. rインターネットを介した広報・口コミ研究部会」報告

加藤恭子(立教大学)一一---------------------一一一一一- 156 

3. r中部圏企業における広報課題研究部会j報告

川北 異紀子(中部大学) 一一一一一一一一一一一一一- 157 

4. r自治体広報におけるソーシャルメデ、イア活用研究会J中間報告

河井孝仁(東海大学)一-一一一一---------一一一一一一一一- 158 

5. r自治体議会広報研究会J報告

芳野政明(東京経済大学大学院) 159 

6. rパブリック・リレーションズの理論研究部会J報告

鈴木幹久(ピノレコム附) 一一一一一一一一一一一一一- 160 

7. rマーケティング PR海外論文研究部会J報告

五十嵐正毅(九州産業大学) 一一一一一一一一一一一一一- 162 

8. r武道文化と広報研究会j報告

黒津寛巳(京都市立塔南高校)一一---------------------------------- 163 

9. rスポーツ施設におけるコミュニケーションとソーシヤルキャヒ。タノレ形成

研究会」報告 石井智(大阪ガス)一一一一一一一一一一一 165 

女 15:40'""'-'15:50 休憩

女 15:50-16:20 大会総括:上野征洋(日本広報学会会長代行)

大 16:20-16:30 次期開催校挨拶・閉会挨拶
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